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研

究

支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
士
　
　
矢

（
上
）野

仁

一

　
　
　
（
本
騎
は
大
正
六
年
三
月
に
於
け
る
史
學
研
究
會
講
演
砂

　
　
　
原
稿
に
多
少
の
補
訂
を
加
へ
れ
も
の
で
あ
る
）

　
　
　
　
爾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
軍
に
火
藥
を
用
み
る
ご
云
ふ
だ
け
で
は
、
近
世
火
器
ご

　
近
世
火
器
の
槻
念
に
は
二
つ
の
要
素
が
あ
る
、
焔
硲
　
は
言
は
れ
な
い
、
近
世
火
器
は
火
漿
を
以
て
揮
九
を
登
射

へ
硝
石
）
、
硫
黄
、
柳
津
．
を
混
合
し
た
る
所
謂
近
世
火
藥
を
　
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
蹟
、
火
煙
》
駿
意
力
こ
す
る

用
み
る
も
の
で
あ
る
事
、
此
近
世
火
藥
の
爆
鞍
力
に
依
つ
　
も
の
で
あ
る
か
ら
、
有
筒
壷
金
騰
製
の
も
の
た
る
こ
乙
を

て
彊
九
を
登
射
す
る
も
の
で
み
る
事
、
即
ち
是
で
あ
る
、
　
要
す
る
の
で
あ
る
、

贈
位
無
し
の
火
器
は
考
へ
ら
れ
な
い
が
、
さ
う
か
ご
云
つ
　
必
ず
む
も
娼
石
入
り
の
所
調
近
世
火
藥
で
な
け
れ
ば
縄
九
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第
二
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研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
ろ
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て
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第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

を
登
射
す
る
だ
け
の
民
力
が
出
な
い
ご
云
ふ
諜
で
な
い
、

金
虫
蒲
察
官
製
傳
に
見
ね
て
居
る
よ
う
な
砒
霜
（
無
水
亜

砒
酸
、
砒
石
、
》
q
。
潜
○
。
）
、
枷
．
炭
、
鐡
津
、
磁
末
、
硫
黄

な
ご
の
混
合
火
藥
で
も
或
程
度
ま
で
は
之
迄
を
登
射
す
る

位
の
才
力
を
出
さ
し
む
る
こ
ご
は
可
能
で
あ
る
、
勿
論
硲

石
入
り
の
火
藥
の
様
な
強
大
な
協
力
を
出
さ
し
む
る
こ
ご

の
不
可
能
な
る
は
朋
か
で
あ
る
が
、
遽
距
離
は
六
か
し
い

に
し
て
も
近
距
離
な
れ
ば
陰
画
ぬ
筈
は
無
い
、
故
に
火
藥

そ
れ
自
身
の
上
更
に
於
て
は
、
畑
硝
入
り
の
火
藥
が
知
ら

る
、
檬
に
な
つ
忙
ご
云
ふ
事
は
、
重
大
の
事
件
ご
云
ふ
事

は
出
翌
月
が
、
選
書
の
登
射
力
こ
し
て
用
ゐ
ら
る
、
榛
に

な
つ
起
坐
藥
は
硝
石
入
り
の
火
藥
じ
、
他
の
火
藥
で
な
い
、

三
九
の
毅
射
力
こ
し
て
用
ゐ
ら
る
、
様
に
な
っ
た
、
此
近

世
火
藥
こ
そ
は
、
實
に
緻
羅
巴
に
湿
て
奮
文
明
を
破
壊
し
、

新
丈
明
を
尽
き
、
さ
う
し
て
此
の
欧
羅
巴
の
新
文
明
の
勢

力
の
下
に
、
世
界
の
形
勢
を
晶
製
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
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あ
る
か
ら
、
只
だ
火
藥
が
知
ら
る
、
檬
に
な
つ
仁
ご
云
ふ

事
よ
り
も
、
焔
硝
入
り
の
火
藥
が
知
ら
る
、
榛
に
な
つ
把

ご
云
ふ
事
は
、
遙
か
に
重
大
な
歴
吏
上
の
意
義
を
も
つ
も

の
こ
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
こ
れ
私
が
近
世
火
藥
に
就

て
憎
々
の
論
辮
を
貧
さ
む
ご
す
る
所
以
で
あ
る
、

有
筒
式
金
腸
製
の
火
器
ご
は
、
兵
器
學
上
の
術
語
で
、
要

す
る
に
小
銃
及
び
大
砲
に
外
な
ら
ぬ
が
、
台
本
に
干
て
は
、

小
銃
の
使
用
は
大
砲
に
先
地
ち
て
居
る
様
で
あ
っ
て
、
こ

れ
は
日
本
の
火
器
が
、
記
号
よ
り
傳
思
し
た
一
の
謁
擦
ご

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
自
國
で
火
器
を
登
明
す
る
ご
云

へ
ば
、
ざ
う
し
て
も
大
砲
が
驚
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
沁
、

浮
管
な
大
砲
で
あ
れ
ば
随
分
我
々
も
考
へ
ら
れ
さ
う
で
め

る
、
然
る
に
支
、
茄
の
火
器
は
口
曳
ご
は
反
劃
に
大
砲
よ
り

始
ま
っ
て
居
る
、
小
銃
は
矢
張
り
外
学
よ
り
傅
聴
し
た
も

の
で
、
瀕
使
用
は
遙
か
に
大
砲
よ
り
後
れ
て
居
る
、
こ
れ

は
支
那
に
撃
て
近
世
の
火
器
が
外
國
よ
り
傳
解
し
元
も
の



で
あ
る
か
、
或
は
支
那
固
有
の
も
の
で
あ
る
か
ご
云
ふ
こ
、

こ
の
疑
問
を
起
し
得
る
鯨
地
の
あ
る
所
で
あ
る
、
、

そ
れ
で
本
問
題
も
近
世
火
藥
は
何
時
頃
か
ら
支
那
に
於
て

知
ら
る
、
標
に
な
つ
仁
か
、
支
那
人
の
鞍
堕
し
だ
も
の
か
、

將
た
叉
外
國
よ
り
傳
馬
添
た
も
の
か
ご
云
ふ
聞
題
ご
、
此

近
世
火
藥
を
登
射
力
こ
す
る
有
義
式
金
属
製
火
器
の
使
用

は
何
時
頃
か
ら
支
那
に
於
て
始
ま
っ
た
か
ご
云
ふ
問
題
の

二
つ
に
別
ち
て
論
蓮
す
る
こ
ご
が
出
直
る
諜
で
あ
る
、

　
　
　
　
二

　
近
世
支
那
に
於
て
用
ゐ
ら
る
、
火
藥
ご
、
歓
羅
巴
の
火

藥
は
其
成
分
の
割
烹
に
於
て
は
，
そ
れ
一
多
少
の
相
蓮

は
あ
る
が
、
其
焔
硝
，
柳
炭
、
硫
黄
の
混
合
捌
な
る
こ
ご
は

同
一
で
あ
る
、
支
那
の
火
藥
も
歓
羅
巴
の
火
藥
も
起
原
は

伺
一
で
あ
っ
て
、
獄
羅
巴
か
ら
支
那
に
傳
ば
っ
た
も
の
か
、

支
那
か
ら
隊
羅
巴
に
傳
は
つ
た
も
の
か
、
或
は
ア
ラ
ビ
ヤ

人
な
ご
の
登
嬉
し
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
東
西
に
傳
は
つ

　
　
　
第
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

把
も
の
か
、
何
れ
か
で
あ
る
ご
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
、

支
那
西
洋
互
に
關
係
が
な
く
別
々
に
同
一
の
火
藥
を
螢
明

し
π
も
の
こ
は
考
へ
ら
れ
な
い
，
英
百
科
字
典
の
如
き
は

こ
れ
を
七
曜
こ
し
て
、
支
那
の
火
膨
の
歓
羅
巴
よ
り
傳
は

っ
た
こ
ご
は
疑
ふ
べ
き
蝕
地
が
な
い
様
に
論
じ
て
居
る
、

然
る
に
西
洋
人
で
も
此
英
百
科
宇
典
の
，
広
き
は
塒
研
で
め

つ
て
、
三
冠
に
三
更
巴
の
火
柱
は
支
那
よ
り
傳
は
っ
た
も

の
で
め
る
、
こ
考
へ
て
居
る
論
者
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
、
例

へ
ば
る
有
名
な
マ
〃
・
・
グ
イ
ソ
櫨
四
士
ハ
U
び
芝
贈
》
．
H
、
．
ジ
由
9
三
9

冒
δ
〉
〆
く
a
白
重
ヨ
σ
q
o
h
O
困
臥
P
6
0
＼
二
も
・
全
い
－
酬
峯
）
の

如
き
は
．
ア
ラ
ビ
ヤ
人
は
火
藥
を
支
那
の
雪
ご
識
し
て
居

る
、
こ
れ
は
厳
烈
成
分
た
る
硝
石
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
こ
ご
は
疑
ひ
が
無
い
、
支
那
に
は
昔
仙
人
こ
か
方
士
ご

か
云
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
盛
に
仙
藥
金
丹
な
ご
を
煮
呈
し

て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
或
時
に
偶
然
火
影
の
様
な
調
合

法
に
突
き
富
つ
た
こ
云
ふ
事
は
有
り
得
べ
き
事
で
、
金
聖

第
三
號
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）



第
二
巻
　
研
究
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

嘆
批
評
の
三
國
志
に
、
諸
葛
亮
が
火
藥
を
用
ゐ
今
風
に
蓮

べ
て
あ
る
が
、
恐
ら
く
火
曜
は
當
時
既
に
支
那
人
に
知
ら

れ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
ご
言
っ
て
居
る
、
諸
葛
亮
時
代
の

支
那
人
が
既
に
衛
石
入
り
の
火
藥
を
知
っ
て
居
把
ご
云
ふ

事
は
固
よ
り
信
じ
難
く
，
マ
ぞ
グ
イ
ソ
の
説
は
批
評
の
限

り
で
は
な
い
が
。
ゲ
オ
ル
グ
・
ヤ
コ
ブ
　
（
d
二
　
Ω
0
9
、
⑳

一
ρ
o
o
『
　
○
一
，
掃
簿
巳
劉
冨
ヨ
Φ
昆
匂
。
○
鴨
∩
【
鳶
年
。
同
⇒
笹
o
O
o
∩
プ

〔吋

㍼
ｶ
8
舜
房
二
舞
巽
菊
。
♂
、
芭
9
一
び
団
9
0
卜
二
穿
。
さ
州
δ
筥

穿
o
O
ユ
ぬ
貯
巴
○
。
§
9
一
ゴ
6
0
N
）
ご
云
ふ
悪
婦
の
怠
者
は

マ
ル
ク
ス
●
グ
レ
ク
ス
（
ッ
自
9
「
6
戸
蕊
Q
「
舞
0
9
筋
）
ご
「
云
・
ふ
希

臓
人
が
硝
石
、
硫
黄
、
石
炭
を
混
合
し
π
る
火
藥
の
製
造

法
を
書
い
た
の
は
、
九
世
紀
の
事
ご
信
せ
ら
れ
て
居
る
が

、
實
は
一
二
五
〇
年
の
事
で
、
彼
は
ア
ラ
ゼ
ヤ
の
影
響
を

受
け
て
之
を
書
い
柁
も
の
で
あ
る
、
ア
ラ
ビ
ヤ
人
は
最
初

硝
石
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
十
三
世
紀
に
な
っ
て
．
支
那

よ
り
之
を
慧
知
す
る
模
蔦
な
り
、
支
那
の
雪
（
日
冨
㎡
器
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三
號
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（
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ω
ε
ご
云
ふ
意
味
の
ア
ラ
ピ
ャ
語
で
呼
ん
で
居
る
ご
言
っ

て
．
恰
か
も
硝
石
入
り
の
火
藥
は
支
那
よ
リ
ァ
ラ
ビ
ャ
、
ア

ラ
ビ
ヤ
よ
り
歓
羅
巴
に
傳
は
つ
把
も
の
》
榛
に
論
じ
て
居

る
、
然
る
に
明
代
の
支
那
人
は
却
っ
て
此
火
藥
は
何
時
の

時
代
か
分
ら
澱
が
、
階
癬
若
し
く
は
唐
宋
以
後
の
塗
る
時

代
に
於
て
颪
域
よ
り
傳
陣
し
把
も
の
で
、
支
那
で
螢
朋
さ

れ
党
も
の
で
は
な
い
様
に
考
へ
て
居
る
の
で
あ
る
、
明
の

子
宮
の
大
弓
術
義
補
（
憲
一
百
二
十
二
、
治
國
李
天
下
之

要
）
、
方
慧
智
の
物
理
小
息
（
窓
之
八
、
器
用
用
．
類
、
火
爆
）
、
通

雅
二
三
＋
髭
、
器
用
具
）
な
ざ
を
見
る
ご
、
皆
さ
う
云
ふ
榛
・

に
言
っ
て
あ
る
、
大
學
術
義
子
に
歴
・
一
考
史
冊
一
塁
所
レ
不
レ

載
、
不
・
知
・
横
槍
二
二
於
．
粗
壁
、
防
申
於
何
人
上
、
意
者
在
二

階
唐
以
後
一
、
始
自
二
西
域
一
、
輿
割
前
所
謂
煙
火
者
一
、
同

至
二
中
國
「
鰍
云
々
ご
言
っ
て
あ
る
の
は
、
火
藥
に
關
す
る

も
の
で
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
、

芸
態
の
本
草
書
、
例
へ
ば
雑
居
本
草
（
重
修
政
和
纏
史
鉦



頚
本
草
巻
三
消
石
）
、
憲
宗
爽
の
本
草
屈
辱
（
憲
四
）
な
ご

に
も
言
忌
の
事
は
書
い
て
あ
る
が
、
之
を
火
藥
に
使
っ
た

こ
云
ふ
事
は
書
い
て
な
い
、
現
に
大
膳
玄
義
補
に
も
之
を

指
摘
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
此
の
如
く
西
洋
人
は
火
藥
を

以
て
支
那
よ
り
傳
零
し
把
る
も
の
こ
な
し
、
支
那
人
は
之

を
西
洋
よ
り
傳
來
し
た
る
も
の
こ
な
し
、
相
事
っ
て
居
る

・
有
…
糠
で
あ
る
の
は
、
除
科
面
白
い
事
で
あ
る
、

ゲ
オ
川
ゲ
。
ヤ
コ
ブ
は
マ
ル
ク
ス
・
グ
レ
ク
ス
の
＝
一
五

e
年
頃
に
硝
石
入
り
の
火
藥
製
造
法
に
就
て
書
い
て
居
る

事
を
述
べ
て
み
る
が
、
欧
羅
巴
人
は
一
二
五
〇
年
頃
始
め

て
ア
ラ
ゼ
や
人
の
手
を
脛
て
支
那
人
の
火
藥
を
多
知
し
た

も
の
こ
す
れ
ば
、
英
の
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ベ
ー
コ
ン
は
既
に
一

二
四
二
年
（
接
客
鮪
二
年
、
元
太
宗
十
四
年
）
に
鞭
て
硝
石

の
強
…
烈
な
爆
疲
捌
で
あ
る
こ
ご
を
述
べ
、
此
爆
登
捌
は
早

く
彼
の
前
代
よ
り
知
ら
れ
て
居
た
も
の
、
糠
に
言
っ
て
居

る
こ
の
こ
ご
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
加
何
に
解
施
す
べ
き
で

第
二
巻
　
　
研
究
　
　
支
那
に
於
け
ろ
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

み
る
乎
（
給
皆
σ
・
。
器
§
誉
け
。
・
昏
蚤
ζ
。
鍵
器

狂
乱
。
＝
影
ε
舜
0
1
．
国
9
k
g
o
ワ
切
簿
●
9
ヨ
℃
o
／
a
O
こ
、
そ

れ
に
英
の
ハ
イ
ム
中
將
な
ざ
に
言
は
せ
る
ご
マ
ル
ク
ス
。

グ
レ
ク
ス
の
書
い
て
居
る
硝
石
入
り
の
火
藥
ご
云
ふ
も
の

も
、
奇
才
の
戒
分
を
含
ん
で
居
る
燃
嶢
捌
で
、
火
藥
ヤ
は

な
い
榛
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
實
ば
マ
ル
ク
ス
・
グ
レ
ク

ス
其
人
の
存
在
す
ら
も
疑
は
し
か
様
で
あ
る
（
鷺
。
監
∩
P

δ
p
色
寓
．
！
ζ
い
・
鵠
囲
巳
ρ
Ω
戸
巴
℃
o
ノ
く
二
q
ρ
口
⊆
》
巳
巨
三
μ
劉

ぎ
ジ
6
Q
轟
』
ま
鷹
互
）
．
｝
w
｝
O
璽
）
婁
＾
ζ
。
）
、
そ
れ
か
ら

ア
ラ
ゼ
や
人
は
硝
石
を
支
那
の
雪
ご
呼
ん
で
居
る
ご
云
ふ

こ
ご
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
硝
石
を
支
那
か
ら
傳
渇
し
π
ご

云
ふ
証
擦
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
硝
石
入
り
の
火
藥
を

支
那
か
ら
傳
堅
し
た
こ
云
ふ
証
櫨
に
は
な
ら
な
い
檬
に
も
、

考
へ
ら
れ
る
、
此
の
如
く
考
へ
る
ご
、
構
立
の
西
洋
起
原
、
r

説
も
強
ち
成
立
元
ぬ
こ
．
こ
は
な
い
様
で
あ
る
が
、
然
し
ア

ラ
ゼ
や
人
が
名
を
知
ら
な
い
模
な
、
随
っ
て
勿
論
全
く
性

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
五
　
（
三
七
八
）



　
　
　
第
ご
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
傳
來
に
嵌
て

｛
質
を
p
郷
る
筈
が
な
い
灘
階
な
諮
…
万
一
を
、
火
’
藥
継
を
造
る
に
必
要

だ
こ
言
っ
て
支
那
か
ら
傳
へ
る
ご
云
ふ
筈
は
無
い
の
で
あ

る
、
火
難
以
外
の
他
の
目
的
で
、
硝
石
を
支
那
か
ら
傳
へ

た
さ
云
ふ
こ
ご
な
ら
ば
格
別
だ
が
、
火
藥
用
こ
し
て
傳
へ

陀
こ
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ご
う
し
て
も
火
藥
を
造
る
智
識
ご

共
に
、
之
を
支
那
か
ら
傅
へ
た
も
の
こ
考
へ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
、
茅
元
儀
の
武
備
志
（
憲
哺
百
三
十
）
に
宋

人
の
火
参
法
を
傳
へ
て
居
る
が
、
焔
硝
、
硫
黄
は
圭
成
分

こ
な
っ
て
居
る
、
若
し
こ
れ
が
眞
に
麗
人
の
遺
法
を
傳
へ

て
居
る
も
の
こ
す
れ
ば
、
焔
硝
潮
．
火
藥
に
用
み
た
こ
ご
は

帳
代
の
本
草
書
に
な
く
．
こ
も
、
焔
硝
は
立
涙
に
宋
代
か
ら

火
藥
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
て
居
る
謬
で
、
贈
呈
ジ
ャ
ー
、
べ

ー
コ
ソ
で
も
、
マ
川
ク
ス
、
グ
ン
ク
ス
で
も
乃
至
フ
ラ
ン

シ
ス
カ
・
ン
會
の
修
道
儒
べ
川
ト
ー
ル
ド
、
シ
ユ
フ
川
ッ

（
寿
亘
さ
江
も
り
。
ヲ
く
霞
N
）
で
も
し
凡
そ
西
洋
で
火
藥
の
鞍
明

者
ご
言
は
れ
て
居
る
誰
よ
り
も
、
捲
き
に
支
郷
人
は
既
に

第
三
號

山ハ

@
（
一
二
七
九
）

焔
硝
の
爆
磯
藥
だ
る
こ
ご
ゼ
知
っ
て
居
る
諜
で
め
る
、
然

し
朋
末
に
幽
凍
た
武
備
志
に
、
勤
人
の
火
藥
法
ぐ
」
言
っ
て

あ
る
だ
け
で
は
、
果
し
て
眞
に
麗
人
の
火
護
法
℃
あ
る
か

定
め
難
い
、
宋
代
の
遺
法
が
珂
の
培
賊
も
な
し
に
、
閉
末
ま

で
傳
は
つ
た
も
の
こ
も
一
寸
考
へ
ら
れ
3
2
こ
ご
で
あ
る
、

然
る
に
叢
に
一
つ
此
問
題
を
決
完
す
べ
き
最
後
の
証
擦
こ

な
る
有
力
の
史
料
は
北
宋
の
仁
宗
の
朝
に
曾
公
亮
、
丁
度

な
ご
の
勅
を
奉
じ
て
編
纂
し
花
武
雄
外
界
ご
云
ふ
書
で
あ

る
．
私
は
富
岡
謙
藏
君
の
御
注
意
に
依
り
、
同
君
の
駈
藏

本
を
豊
田
の
で
あ
る
が
、
武
備
志
に
宍
人
火
藥
法
こ
し
て

書
い
て
あ
る
火
難
は
、
武
維
総
要
に
書
い
て
あ
る
火
藥
法

ご
全
然
同
一
で
あ
る
こ
ご
を
新
見
し
元
の
で
め
る
、
武
備

志
の
朱
人
毛
商
法
は
武
経
総
要
に
擦
っ
て
書
い
π
も
の
で

あ
る
こ
ご
は
殆
ん
ご
疑
ひ
が
な
い
、
さ
う
す
る
ご
、
武
備

志
に
毒
藥
煙
毬
こ
し
て
書
い
て
居
る
焔
硝
、
硫
黄
、
砒
霜
・

木
炭
末
な
ざ
を
混
じ
陀
る
火
藥
は
、
矢
張
り
、
武
経
総
要



に
も
轟
藥
煙
毬
の
藥
方
こ
し
て
毘
て
居
る
の
で
あ
る
、
武

纒
総
要
は
實
に
火
藥
の
歴
史
に
取
っ
て
、
非
常
に
大
切
な

書
で
、
焔
硝
、
磯
黄
、
梱
炭
を
混
合
し
元
る
所
謂
近
世
火

藥
は
西
洋
か
ち
支
那
に
傳
早
し
π
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
、

西
洋
起
原
説
を
唱
ふ
る
議
論
を
一
切
沈
黙
せ
し
む
る
に
足

る
の
で
あ
る
、
押
上
中
将
は
か
う
云
ふ
火
藥
は
漣
も
支
那

人
な
ご
で
駿
明
の
毘
來
る
諜
が
な
い
、
勿
論
西
洋
人
の
機

朋
で
、
西
洋
か
ら
傳
は
ら
な
い
前
に
爆
発
藥
な
ご
の
支
那

に
あ
る
筈
は
な
い
、
爆
芝
蝦
に
似
π
模
な
も
の
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
は
決
し
て
爆
登
呂
ご
云
ふ
べ
き
も
の
で
な
い
、

石
油
で
も
多
量
に
な
る
ご
、
密
閉
し
仁
室
で
あ
れ
ば
、
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
非
常
な
爆
農
力
を
現
出
す
る
も
の
で
あ
る
、
か
う
云
ふ

考
を
以
て
護
ま
な
け
れ
ば
、
支
那
の
本
は
譲
め
る
も
の
で

な
い
、
こ
れ
で
こ
そ
活
眼
を
以
て
活
誼
す
る
も
の
で
あ
る

ご
云
ふ
様
な
痛
快
な
議
論
を
何
時
か
の
歴
吏
地
理
誌
上
に

試
み
ら
れ
元
こ
ご
が
あ
る
標
に
記
憶
す
る
が
、
固
よ
り
維

持
さ
れ
な
い
こ
ご
に
な
る
課
で
あ
る
、
此
の
如
く
支
那
人

は
既
に
離
隔
の
仁
宗
時
代
、
画
暦
十
…
世
紀
の
頃
か
ら
既

に
硝
石
入
り
の
火
難
を
知
っ
て
居
る
の
で
あ
る
、
宋
史
魏

勝
傳
（
宍
老
熟
三
百
六
十
八
｝
に
魏
勝
が
紹
興
隆
興
の
際
に

於
て
、
金
軍
に
當
り
、
自
ら
如
意
舟
車
数
百
両
、
砲
車
数

十
両
を
創
製
し
、
陣
中
に
在
っ
て
砲
車
に
火
石
を
施
し
π

ご
云
ふ
記
事
が
見
ぬ
て
居
る
、
清
の
趙
翼
は
隣
蝕
叢
考

（
憲
三
十
火
砲
火
槍
）
に
於
て
、
魏
勝
創
二
砲
車
一
々
山
火
石
［

可
二
二
百
歩
一
、
益
田
陰
嚢
二
硝
石
、
硫
黄
、
柳
炭
一
匹
レ
之
、

耳
近
代
用
二
火
具
【
之
始
ご
述
べ
て
居
る
、
魏
勝
の
砲
車
に

火
石
を
施
し
元
る
火
藥
の
零
墨
、
硫
黄
、
御
世
．
で
あ
る
ご

は
何
の
根
擦
あ
っ
て
の
説
で
あ
る
、
趙
翼
は
武
維
絡
要
に

撃
っ
て
、
此
火
藥
は
既
に
仁
宗
分
立
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
こ

ご
は
明
か
で
あ
る
か
ら
、
魏
勝
も
之
を
用
ゐ
把
こ
ご
で
あ

る
こ
ご
は
疑
ひ
が
な
い
ご
云
ふ
考
へ
で
あ
る
か
、
そ
れ
は

分
ら
澱
が
、
既
に
魏
勝
の
時
よ
り
百
年
も
前
の
時
代
に
於

第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
虚
勢
に
獲
て

第
三
號

七
　
（
三
八
○
）



第
二
巻
　
研
究
　
支
那
に
於
け
ろ
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

て
、
硝
石
、
硫
黄
、
木
炭
め
混
合
の
火
藥
が
知
ら
れ
て
居

る
こ
す
れ
ば
、
火
藥
を
用
み
る
火
具
が
魏
勝
の
時
か
ら
始

め
て
用
ゐ
ら
れ
元
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
、
既
に
金
史
三
家

傳
（
金
・
史
憲
山
鵯
十
五
4
に
金
主
海
一
壷
が
正
隆
六
年
（
宍
「
紹
前
脚

三
十
一
年
、
西
暦
一
一
六
一
年
）
大
百
重
を
伐
ち
し
時
の
記

事
に
、
爲
二
漸
東
道
副
統
制
一
、
　
巾
略
以
｝
舟
師
一
自
二
丁
道
一

趨
二
臨
安
「
、
・
至
一
一
松
林
嶋
一
、
中
略
敵
果
至
、
見
二
三
軍

無
シ
備
、
即
膿
腫
火
砲
一
言
レ
之
，
藁
家
管
見
二
左
右
［
、
舟
中

皆
火
登
，
度
レ
不
レ
得
レ
股
，
赴
レ
水
死
の
交
あ
り
、
當
時
火

砲
の
用
ゐ
ら
れ
た
こ
ご
が
分
る
．
魏
勝
が
始
め
て
火
具
を

用
み
た
こ
云
ふ
墨
筆
の
考
は
、
火
藥
を
砲
藤
の
螢
射
力
に

用
る
火
具
は
動
軸
に
始
ま
っ
た
こ
．
㌶
ふ
考
へ
な
ら
ば
、
私

は
賛
成
し
難
い
、
金
史
、
大
金
國
志
、
宋
史
、
元
受
の
各

傳
を
見
る
ご
火
砲
火
槍
を
用
み
た
例
は
實
に
澤
山
あ
る
、

然
し
金
史
完
顔
愚
管
傳
（
塞
一
号
十
一
）
、
赤
蓋
合
喜
連

（
零
一
画
十
三
）
、
蒲
察
官
奴
傳
（
巷
一
百
十
六
）
、
大
金
國

第
三
確

評
（
三
八
一
）

志
摩
興
二
年
の
條
（
懇
二
十
六
）
、
黒
蝿
語
志
（
巷
一
百
九

十
八
）
、
張
順
傳
へ
憲
四
百
五
十
）
、
癸
甲
雑
識
張
順
張
貴

事
歴
（
別
集
下
）
、
宋
史
馬
繋
傳
（
巷
四
百
五
十
一
）
、
元
史

張
榮
傳
（
憲
一
百
五
十
一
）
、
賃
金
傳
一
巻
一
軍
二
＋
七
）
、

李
庭
傳
（
窓
一
壷
⊥
ハ
十
二
）
な
ご
を
見
て
も
、
火
藥
を
以
て

砲
弾
若
し
く
は
爆
弾
の
様
な
も
の
を
螢
射
し
把
糠
に
考
へ

ら
る
、
例
は
殆
ん
ご
見
漏
ら
な
い
、
宋
史
鼠
講
に
見
ね
て

居
る
怪
火
槍
は
火
曜
．
に
依
っ
て
羊
禦
を
登
出
し
だ
も
の
で

あ
る
が
、
子
箪
…
ぱ
そ
れ
自
身
に
破
壊
力
を
有
す
る
弾
九
で

無
い
こ
ご
は
朋
か
で
あ
る
、
金
史
赤
壽
合
早
出
に
見
ね
て

居
る
金
人
の
攻
城
に
用
ゐ
π
震
天
雷
、
大
金
國
志
に
金
人

が
宋
の
藥
州
城
を
攻
め
て
城
棲
を
焚
い
把
火
砲
な
ご
も
拗

石
機
を
以
て
登
罪
し
た
も
の
で
あ
ろ
乙
は
疑
ひ
が
な
い
。

さ
う
云
ふ
例
か
ら
考
へ
て
も
、
単
勝
が
火
藥
を
、
砲
輝
の

登
撃
力
に
用
ゐ
π
ご
云
ふ
こ
．
こ
は
信
じ
難
い
の
で
め
る
、

そ
れ
は
兎
も
角
こ
し
て
、
此
等
の
火
砲
に
用
み
た
火
藥
は



何
で
あ
ら
う
か
、
此
等
の
火
砲
の
中
に
は
、
其
爆
狡
力
の
　
霧
こ
痛
酷
…
、
蓋
初
罵
製
造
、
皆
南
人
、
嚢
棊
爲
レ
好
、
途

偉
大
な
る
、
漣
も
押
上
影
響
の
考
へ
ら
る
、
様
に
、
尋
常
　
諜
易
一
北
入
叫
而
不
レ
諸
二
藥
十
一
、
罎
硫
之
際
、
光
霞
峰
漣
、

の
焼
夷
捌
を
以
て
し
て
は
、
説
明
が
出
來
な
い
様
な
も
の
　
鷹
而
延
二
煉
火
槍
、
奮
逃
如
二
借
券
一
、
方
翫
潮
溜
レ
笑
、
未
レ
幾

は
あ
る
、
前
史
馬
脚
傳
に
至
元
十
四
奪
廣
西
の
離
江
（
桂
　
透
一
λ
砲
房
「
、
諸
砲
傍
螢
大
嶺
如
二
山
崩
海
囎
一
、
傾
城
験

林
府
）
が
元
野
飼
温
海
牙
に
陥
…
れ
ら
れ
、
馬
墜
が
執
へ
ら
　
恐
、
以
透
門
兵
至
論
、
倉
日
認
臭
レ
知
レ
所
レ
爲
、
遠
至
二
百
門
外
「

れ
て
殺
さ
れ
、
醤
州
（
南
寧
府
）
も
降
服
す
る
に
至
っ
た
　
屋
琵
皆
震
、
號
火
四
爆
、
諸
軍
皆
戒
嚴
、
紛
擾
凡
一
書
夜
、

時
、
馬
糧
の
部
將
婁
鈴
轄
が
古
り
月
城
を
死
守
し
て
降
ら
　
事
定
按
親
、
則
守
兵
百
人
皆
無
碑
無
）
徐
、
橿
棟
悉
寸
裂
、

す
、
所
部
に
命
じ
て
一
火
砲
を
擁
し
て
之
を
燃
さ
し
め
沈
　
或
爲
二
砲
風
下
一
至
二
十
除
寺
外
一
、
李
蒲
江
成
一
一
坑
谷
一
至
一
深

記
事
が
見
ぬ
て
居
る
が
、
留
筆
に
驚
愕
二
雷
門
「
、
震
レ
城
、
丈
除
「
、
四
野
洲
民
、
二
百
勢
家
悉
心
匠
奇
鍋
【
、
此
亦
非
常
之

城
霜
崩
、
姻
氣
脹
レ
天
、
外
蓋
多
占
死
者
、
火
焙
、
入
親
レ
　
憂
也
ご
云
ふ
記
事
が
あ
る
、
此
二
つ
の
墾
災
の
中
で
も
揚

之
、
双
訳
無
レ
遺
の
文
が
あ
る
、
周
密
の
癸
辛
難
聴
滑
前
集
）
　
警
鐘
庫
の
墾
災
の
如
き
は
非
常
の
憂
慮
で
あ
っ
て
、
押
上

に
も
趙
南
仲
（
趙
葵
）
丞
相
無
糖
（
江
蘇
鎭
江
府
漂
陽
懸
）
私
　
中
綴
は
、
こ
れ
を
も
爆
螢
藥
の
漫
災
ご
見
る
こ
ご
は
出
來

第
常
作
レ
圏
象
二
四
虎
於
火
藥
犀
之
専
一
、
一
日
焙
レ
藥
、
火
　
な
い
標
に
論
じ
ら
れ
て
居
る
が
、
牽
強
の
論
に
る
を
免
れ

作
．
衆
砲
條
按
、
聾
三
二
郎
選
一
、
地
面
屋
級
四
虎
悉
艶
、
時
　
澱
、
硝
石
入
り
の
火
藥
，
少
く
も
砒
霜
入
り
の
二
歳
で
め

盛
業
以
爲
二
霊
異
一
ご
云
ふ
記
事
及
版
元
庚
辰
歳
（
十
七
年
、
　
る
こ
ご
は
疑
ひ
が
な
い
、
享
宴
の
砲
車
に
用
み
た
火
回
も

我
弘
安
三
年
、
＝
一
八
○
年
）
維
揚
（
揚
州
）
砲
庫
之
攣
　
或
は
趙
翼
の
考
へ
通
り
硝
石
入
り
の
火
藥
で
あ
る
か
も
知

　
　
　
第
二
巻
　
研
究
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
簿
來
に
就
て
　
　
　
　

第
三
號
　
　
九
（
三
八
二
）



　
　
　
第
二
巻
　
精
究
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
出
発
に
就
て

れ
な
い
、
こ
れ
は
問
題
で
な
い
、
硝
石
入
り
の
火
藥
は
既

に
仁
宗
時
代
か
ら
知
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
、
問
題
は
火

藥
を
用
み
る
火
其
の
使
用
は
書
勝
以
前
に
湖
る
こ
．
こ
が
出

來
な
い
で
あ
ら
う
か
、
支
郷
人
が
爾
石
入
り
の
火
藥
を
知

る
様
に
な
つ
把
の
は
何
時
頃
か
ら
の
事
で
あ
ら
う
か
ご
云

ふ
こ
ご
で
あ
る
、

清
の
梁
章
釦
の
浪
跡
叢
談
（
憲
五
借
命
）
に
、
火
畷
之
用
、

始
見
二
於
宋
揚
萬
里
海
蠕
船
賦
序
㌦
云
宋
紹
興
三
十
一
年

金
兵
欲
レ
濟
レ
江
．
漢
允
丈
伏
舟
七
實
山
一
、
舟
中
肇
＝
露

震
墜
砲
一
、
墜
永
中
一
、
硫
黄
得
レ
水
、
火
膨
雛
出
、
紙
裂

而
石
塚
散
爲
二
煙
霞
「
、
厭
二
心
人
馬
義
目
一
、
金
共
大
敗
、
然

此
乃
紙
嬢
，
用
・
「
石
夙
一
以
隊
レ
鶏
、
三
下
二
二
畷
子
一
爲
巾
攻

撃
之
具
上
乗
の
交
が
見
ぬ
、
嗣
の
方
正
智
の
物
品
小
識
（
憲

八
器
用
類
火
爆
〉
に
も
張
和
仲
記
三
農
芸
無
采
石
熱
中
登
二

震
露
畷
「
、
乃
紙
子
レ
之
、
實
以
晶
石
荻
、
硫
黄
一
、
墜
レ
水
而
火

自
レ
水
跳
出
の
文
が
見
ね
て
居
る
、
虞
羅
文
の
釆
石
の
戦
、

第
三
號

一
〇
　
（
三
八
三
）

に
用
み
た
も
の
は
硫
黄
ご
石
疎
で
、
固
よ
り
爆
登
藥
で
は

無
い
、
物
理
小
里
に
宋
の
太
麗
の
開
寳
二
年
（
九
六
九
年
）

に
岳
義
方
が
火
箭
を
鞭
つ
元
ご
云
ふ
記
事
が
見
ぬ
て
居
る

が
、
何
に
嬢
つ
た
も
の
か
分
ら
兎
が
、
里
子
時
代
に
突
然

こ
し
て
硝
石
入
り
の
火
藥
が
登
見
さ
れ
に
ご
云
ふ
こ
ご
も

考
へ
ら
れ
ぬ
か
ら
、
太
謝
㎜
時
代
に
岳
義
方
が
上
つ
把
火
生
剛

は
硝
石
入
り
の
火
糞
を
用
み
な
か
っ
た
こ
も
、
必
ず
断
言

は
出
來
な
い
謬
下
、
あ
る
、
然
し
硝
石
入
り
の
火
器
が
支
那

に
於
て
何
臨
頃
か
ら
知
ら
る
、
…
綴
に
な
っ
た
か
ご
云
ふ
問

題
は
、
A
コ
日
に
於
て
は
猫
ほ
之
を
決
定
す
べ
き
時
機
に
達

し
て
居
ら
な
い
の
で
め
る
、

　
　
　
　
蕊

　
元
の
至
元
十
年
（
ロ
本
文
永
十
年
、
帝
威
淳
九
年
、
西

暦
＝
一
七
三
年
）
世
祠
忽
必
然
の
軍
が
宋
の
裏
陽
攻
撃
に

用
み
た
回
回
雪
の
黒
石
機
に
し
て
、
火
器
に
熱
る
こ
ご
は
、

曾
っ
て
葵
原
樽
士
よ
h
承
っ
た
所
で
あ
る
が
、
古
い
時
代



O

の
支
那
人
に
は
曾
て
之
を
火
器
ご
言
っ
て
居
る
も
の
は
無

い
様
で
あ
る
、
誰
が
何
時
頃
か
ら
火
器
で
め
る
ご
言
ひ
始

め
た
も
の
で
あ
る
か
、
確
か
な
こ
ご
は
分
ら
函
が
、
萬
暦
大

明
曾
典
に
弘
治
以
前
の
定
例
こ
し
て
兵
侯
局
で
逓
る
こ
ご

に
な
っ
て
居
る
火
器
の
中
に
裏
賜
砲
の
名
を
爆
げ
て
居
る

の
は
始
ま
り
で
は
あ
る
ま
い
が
、
清
の
趙
翼
の
陵
除
叢
考

（
窓
三
十
火
砲
、
火
槍
、
に
は
、
回
同
学
は
所
謂
裏
陽
砲
で
、

火
砲
め
製
は
是
に
至
っ
て
漸
々
精
し
く
な
り
、
且
つ
西

域
よ
り
來
π
も
の
で
あ
る
か
ら
、
世
の
中
で
は
西
洋
砲
ご

言
ひ
傳
へ
る
標
に
な
っ
た
こ
言
ひ
、
恰
か
も
近
世
の
西
洋

式
み
砲
・
あ
る
如
く
考
へ
て
居
る
、
東
京
大
學
の
圷
弁
先

生
も
之
に
基
づ
か
れ
槌
も
の
で
あ
ら
う
か
、
鐵
砲
傳
來
考

に
於
て
盛
岡
畷
は
火
燈
の
爆
雷
力
で
石
揮
を
螢
射
．
す
る
金

庇
砲
な
り
ご
論
ぜ
ら
れ
、
近
く
は
有
坂
工
學
博
士
は
兵
器

漕
革
論
説
（
東
京
帝
画
大
學
工
科
大
師
紀
要
第
七
冊
第
一

號
、
七
七
頁
乃
至
八
0
頁
）
に
於
て
、
滞
貸
を
登
射
力
ご

し
把
る
現
在
砲
系
統
の
も
の
な
る
べ
し
ご
述
べ
ら
れ
、
當

時
の
所
謂
回
黒
蜜
は
朋
代
に
裏
心
霊
．
こ
言
つ
π
も
の
で
・

裏
陽
砲
は
朋
末
に
出
去
た
宋
態
星
の
天
工
開
物
に
、
凡
鋳
レ

砲
、
西
洋
、
紅
夷
、
佛
郎
機
等
用
一
一
熟
婦
造
一
、
信
砲
短
提

是
等
用
二
生
熟
銅
一
．
兼
・
牢
造
、
裏
陽
、
壽
口
、
大
仁
軍
、

二
・
將
軍
議
用
レ
鐵
造
ご
あ
れ
ば
、
裏
管
毛
は
鐵
製
の
砲
な
り

し
こ
ご
は
明
か
で
、
西
洋
で
も
大
砲
は
初
期
に
於
て
は
、

皆
鐵
製
で
あ
る
、
銅
製
の
も
の
は
遙
か
に
後
に
出
で
把
も

の
で
め
る
、
そ
れ
を
考
へ
る
ご
、
支
那
で
も
初
め
に
鐵
製

の
裏
陽
砲
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
後
に
鋼
製
の
佛
郎
機
砲

が
あ
る
㎜
標
に
な
つ
π
の
は
極
め
て
油
然
で
あ
る
ご
云
ふ
m
檬

な
議
論
を
試
み
ら
れ
て
居
る
、
同
類
士
は
叉
元
史
に
屡
々

砲
煩
火
藥
の
記
事
が
見
ね
て
居
る
か
ら
、
當
上
火
藥
を
登

射
力
こ
し
惣
大
砲
の
存
在
し
杞
こ
・
こ
を
否
認
す
る
理
が
な

い
ご
論
せ
ら
れ
て
居
る
、
火
藥
の
宋
代
・
φ
り
知
ら
れ
て
居

π
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
が
、
私
は
未
だ
元
史
に
火
藥
砲
煩

第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
爽
器
の
傳
來
に
就
て

第
三
號

一
一
　
（
三
八
四
）



第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
げ
ゐ
近
麹
火
器
の
傳
來
に
就
て

の
交
字
を
見
花
こ
ご
は
な
い
、
明
代
に
同
野
砲
を
嚢
陽
砲

ご
言
っ
て
居
る
事
は
、
明
の
臣
溶
の
大
忍
術
義
補
に
見
ぬ

て
居
る
、
有
坂
博
士
の
引
用
さ
れ
π
登
壇
必
究
、
天
工
開

物
な
ざ
は
、
皆
之
に
糠
つ
た
も
の
で
あ
る
、
大
信
術
義
補

に
は
裏
陽
砲
は
野
砲
で
あ
る
ご
は
曾
て
言
っ
て
居
な
い
、

元
人
始
造
二
王
畷
一
、
飛
一
亘
石
｝
、
以
攻
二
巴
裏
防
一
、
世
因

目
日
二
裏
陽
砲
一
、
悪
戯
史
筆
光
細
作
レ
砲
、
飛
二
塁
石
「
、
一

転
艶
三
一
十
満
人
一
、
疑
即
此
砲
、
蓋
古
原
有
二
此
今
一
、
流

入
二
方
番
一
、
下
思
馬
因
傲
而
爲
レ
取
々
、
自
レ
有
二
此
砲
一
、
用

以
攻
レ
城
、
城
無
レ
不
レ
破
、
用
潮
汐
レ
舟
、
舟
倉
レ
不
レ
沈
ご

言
っ
て
居
る
だ
け
で
あ
る
、
さ
う
し
て
今
で
も
民
闇
に
其

制
度
を
知
っ
て
居
る
者
は
多
く
居
る
か
ら
、
民
間
か
ら
転

載
様
を
傳
匂
し
て
居
る
者
を
召
し
て
、
其
圖
本
ご
共
に
、

其
制
度
を
臆
せ
し
む
べ
し
ご
云
ふ
楼
な
建
議
を
し
て
居
る

の
で
あ
る
、
丘
濾
が
大
學
転
義
補
を
書
い
た
成
化
の
末
頃

に
は
、
民
間
で
猫
ほ
芙
制
度
を
知
っ
て
居
π
者
は
多
か
つ

第
三
號

一
二
　
（
三
八
五
）

た
の
で
あ
る
、
丘
溶
の
親
ら
之
を
見
だ
か
見
な
い
か
ご
云

ふ
事
は
分
ら
汲
が
、
，
少
く
も
共
抱
石
機
で
あ
る
こ
ご
に
就

て
は
、
當
時
疑
ふ
者
が
な
か
っ
た
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
、

前
に
述
べ
元
如
く
萬
暦
大
明
會
典
に
は
裏
陽
砲
を
弘
治
以

前
に
玉
杖
局
で
定
例
こ
し
て
造
つ
把
火
器
の
中
に
加
へ
て

あ
る
が
、
弘
治
の
す
ぐ
前
の
悪
化
二
十
三
年
に
出
來
た
大

当
術
義
補
に
裏
陽
型
の
式
様
運
筆
を
畑
瀬
に
徴
し
て
製
造

せ
む
こ
ご
を
建
議
七
て
居
る
こ
こ
か
ら
考
へ
る
ご
、
弘
治

以
前
に
兵
杖
局
で
定
例
ご
し
て
造
っ
て
居
π
も
の
こ
は
、

信
麿
ら
れ
ぬ
こ
ご
で
あ
る
、
そ
こ
で
萬
暦
會
典
の
買
っ
た

弘
治
早
追
を
見
る
こ
ご
は
必
要
こ
な
る
課
で
あ
る
が
、
不

幸
に
し
て
私
は
未
だ
之
を
見
る
こ
ご
は
出
來
な
い
、
文
學

士
長
沼
賢
海
君
は
之
を
見
ら
れ
起
も
の
こ
見
ね
て
其
鐵
砲

の
傳
摩
ご
云
ふ
論
文
（
歴
史
地
理
大
正
四
年
一
月
號
｝
に

於
て
引
用
さ
れ
て
居
る
が
、
之
に
選
る
ご
、
弘
治
會
血
ハ
に

は
、
當
時
兵
下
局
で
定
例
こ
し
て
造
つ
槌
ご
云
ふ
火
器
の

ρ



目
録
に
は
裏
陽
砲
の
名
ば
見
ぬ
て
居
な
い
の
で
あ
る
、
私

は
之
は
漫
然
で
あ
っ
て
、
萬
暦
注
典
は
弘
治
會
典
に
無
い

所
の
裏
陽
砲
を
、
誤
ま
っ
て
擁
入
し
元
も
の
こ
思
ふ
の
で

あ
る
、
天
工
開
物
に
裏
陽
砲
は
鐵
で
造
る
ご
言
っ
て
あ
る

が
、
此
天
工
開
物
は
疑
問
に
な
っ
て
居
る
榛
な
問
題
を
決

定
す
べ
き
最
後
の
根
慷
こ
な
る
も
の
で
は
な
い
舟
冶
鋳
の

條
に
紅
夷
畷
は
熟
銅
で
造
る
ご
言
っ
て
あ
る
に
狗
ら
す
、

火
器
の
條
に
は
鐵
で
造
る
ご
言
っ
て
あ
る
に
て
も
、
子
忌

値
は
想
像
さ
れ
る
、

回
回
砲
の
抱
石
機
で
あ
る
こ
ご
は
、
翁
忌
世
磁
本
紀
、
貸
元

九
年
回
回
二
三
馬
鞭
が
亘
石
畳
を
創
作
し
て
來
辛
し
陀
時

の
記
事
に
用
レ
カ
省
筆
所
レ
撃
其
遠
、
命
途
羽
裏
陽
軍
記
一
門
レ

之
ご
言
っ
て
あ
る
か
ら
、
疑
ふ
古
地
は
な
い
の
で
あ
る
、

元
賊
難
思
馬
因
傳
に
麗
筆
一
百
五
十
斤
、
風
鳥
震
ご
天
地
一
、

所
レ
撃
無
レ
不
レ
…
催
《
陥
『
入
地
噂
七
尺
ご
云
ふ
交
が
あ
る
、

長
沼
交
學
士
は
此
慮
の
砲
は
機
で
あ
る
如
く
医
せ
ら
れ
て

　
　
　
第
ご
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
二
乗
に
就
て

居
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
、
押
上
中
將
の
卓
論
の
如
く
砲

石
で
あ
る
こ
ご
は
疑
ひ
が
な
い
、
元
史
兵
志
（
省
九
十
八
）

に
三
元
十
六
年
爾
灌
地
方
で
回
回
錐
製
造
の
心
得
あ
る
新

附
の
軍
書
六
百
人
を
捜
落
し
て
、
京
師
に
召
集
し
た
こ
云

ふ
記
事
が
見
ぬ
て
居
る
、
回
回
畷
を
火
器
こ
す
れ
ば
、
之

れ
を
製
造
す
る
者
を
六
百
人
ま
で
も
爾
維
地
方
で
窪
む
る

こ
ご
が
出
孫
π
ご
云
ふ
事
は
何
を
意
味
す
る
か
、
至
．
兀
十

六
年
頃
に
於
て
此
火
器
は
既
に
響
く
天
下
に
流
行
し
て
居

把
も
の
こ
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
℃
あ
る
が
、
さ
う

云
ふ
事
は
考
へ
ら
れ
な
い
、
早
撃
阿
里
海
牙
傳
（
憲
一
百

二
十
八
》
の
一
噸
中
二
其
へ
裏
言
忌
）
礁
縷
「
、
聾
如
こ
雷
錘
一
、

震
二
城
中
一
、
城
中
洵
々
、
諸
將
多
二
百
・
城
南
者
一
の
交
も
三

石
機
の
互
石
塁
こ
し
て
説
朋
の
出
來
澱
こ
ご
は
な
い
、
桑

原
博
士
の
御
注
意
に
依
っ
て
私
は
些
末
の
鄭
所
晦
の
心
史

（
難
文
大
義
隆
叙
）
に
も
回
回
砲
を
三
石
機
で
あ
る
ご
言
っ

て
あ
ろ
こ
ご
を
知
つ
セ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
埋
葬
砲

第
三
槻

ご
二
　
（
三
八
六
）



　
　
　
笛
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
げ
ろ
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
四
　
（
三
八
七
》

青
本
出
二
回
回
國
「
、
甚
猛
二
於
常
砲
一
，
、
至
大
之
木
耳
レ
地
立
　
み
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
土
耳
其
人
や
ア
ラ
ビ
ヤ
人

意
．
砲
石
大
藪
尺
、
墜
レ
地
照
入
三
四
尺
、
糊
置
撃
遠
一
則
　
の
聞
に
用
ゐ
ら
れ
て
居
眠
雑
誌
の
法
を
鷹
弄
せ
る
温
石
機

退
レ
後
、
増
レ
重
螢
レ
之
、
欲
レ
近
反
近
レ
前
ご
言
っ
て
あ
る
隔
　
の
製
造
法
を
新
に
傳
へ
た
こ
云
ふ
意
味
に
解
す
れ
ば
、
解

ユ
ー
ル
の
マ
川
コ
・
ポ
ウ
ロ
言
行
記
註
に
も
元
謀
が
裏
険
さ
れ
ぬ
こ
ご
は
な
い
ご
云
ふ
様
な
議
論
を
試
み
て
居
る
、

攻
撃
に
用
ゐ
π
砲
の
批
石
機
で
あ
る
こ
縞
を
詳
論
し
て
居

る
（
O
。
ζ
μ
2
く
亀
9
8
冠
く
色
。
。
。
h
寓
鍵
8
H
、
。
δ
・
困
。
。
＼
拳
　
　
文
永
十
一
年
（
元
旦
元
十
一
年
、
宋
威
涼
十
年
、
西
暦

く
。
ピ
｝
H
・
ご
。
○
搾
一
押
Ω
麺
℃
・
邑
×
×
・
弓
・
封
ご
其
評
三
い
　
一
二
七
年
）
、
弘
安
四
年
（
屯
集
元
十
八
年
、
西
暦
＝
一
八

よ
ご
易
い
斜
よ
い
・
）
、
此
砲
を
造
つ
π
技
術
者
に
就
て
は
、
　
一
年
）
爾
度
の
元
竈
の
役
に
於
て
、
元
人
の
日
本
に
持
つ

支
那
、
波
斯
（
ラ
シ
ツ
ド
。
ウ
ツ
デ
イ
ン
、
ド
ウ
ソ
ン
）
、
　
て
來
て
日
本
人
を
驚
か
し
た
鐵
砲
は
何
で
あ
る
か
、
坪
非

ヴ
ェ
ニ
ス
（
マ
ル
コ
・
ボ
ク
ロ
）
の
良
薬
各
異
っ
て
居
る
が
、
　
先
生
は
鐵
転
得
備
考
の
後
段
に
予
て
、
交
朋
十
五
年
儒
永

其
の
拗
石
機
（
切
鋤
こ
も
。
疹
・
ζ
象
日
σ
q
9
回
○
一
）
で
あ
る
こ
ご
に
就
て
　
讃
手
書
八
幡
愚
量
乱
書
爲
本
の
文
に
撮
り
、
文
永
十
丁
年

は
異
論
は
な
い
、
只
だ
マ
ル
コ
。
ポ
ウ
ロ
の
ボ
ウ
プ
4
工
　
我
幽
に
齋
し
た
る
火
砲
は
現
今
の
銃
砲
に
愛
す
し
て
、
金

1
写
本
（
男
欝
導
げ
す
・
、
。
。
ヨ
。
・
●
）
や
波
斯
の
駈
傳
に
裏
書
攻
撃
以
　
の
震
天
雷
の
類
な
り
ご
述
べ
ら
れ
、
前
段
に
述
べ
ら
れ
π

前
に
は
、
支
那
や
蒙
古
に
玉
石
機
が
無
か
っ
た
機
に
言
つ
　
る
火
藥
の
爆
螢
力
に
依
っ
て
石
弾
を
毅
つ
全
速
造
の
砲
身

て
あ
る
の
は
解
し
難
い
が
、
こ
れ
も
從
來
支
那
に
あ
っ
だ
　
を
具
へ
た
る
新
砲
な
り
℃
に
似
に
り
こ
の
考
を
補
訂
さ
れ

も
の
は
人
力
て
挽
き
．
謝
重
（
9
⊆
．
｝
餐
，
一
こ
げ
）
の
法
ぜ
燭
　
　
て
居
る
、
此
交
明
の
俗
本
は
、
伏
敵
編
に
も
、
布
字
簡
少

，



用
語
古
朴
に
し
て
蓋
し
眞
本
な
り
ご
評
し
て
居
る
程
で
、

諸
異
本
中
差
も
善
本
の
榛
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
「
門
川

古
轍
法
ヲ
飛
シ
プ
ク
ラ
ク
ナ
シ
鳴
音
ヲ
ヒ
タ
・
シ
心
ヲ
マ

ド
セ
肝
ヲ
ツ
ブ
ス
目
耳
ナ
ソ
テ
亡
然
ト
シ
テ
血
書
ヲ
湯

壷
」
ご
あ
り
、
群
書
忍
言
本
八
幡
愚
董
訓
の
「
訟
時
ハ
飛

鐵
鉋
暗
ク
ナ
シ
鳴
鳥
グ
ン
バ
迷
心
失
肝
耳
塞
テ
忙
然
ト
シ

’
グ
東
西
ヲ
不
知
」
ご
云
ふ
記
事
ご
殆
ん
ご
同
一
で
あ
る
、

竹
崎
季
長
の
蒙
古
襲
家
絡
詞
（
丹
鶴
叢
書
本
）
に
書
い
て
あ

る
鐵
九
破
裂
の
圖
ご
合
せ
考
へ
る
ご
、
此
時
の
鐵
砲
は
、

火
藥
を
盛
っ
て
登
射
さ
れ
槌
鐵
九
で
あ
る
こ
ご
は
疑
ひ
が

な
い
、
押
上
中
將
は
長
沼
賢
海
冥
罰
砲
傳
來
論
の
補
論
（

（
歴
史
理
地
大
正
三
年
八
月
號
）
に
於
て
、
文
永
弘
安
両
度

髪
冠
の
蒙
古
人
が
用
み
て
我
早
言
を
驚
か
し
た
も
の
も
、

近
世
火
器
に
非
ら
す
し
て
、
支
那
の
所
謂
砲
な
り
、
鐵
の

翌
旦
に
登
畑
す
る
焼
夷
捌
で
も
填
め
ら
れ
た
も
の
か
ご
流
～

べ
ら
れ
て
居
る
が
、
中
歯
は
始
め
よ
り
爆
嚢
藥
は
西
洋
ま

b
傳
織
し
た
も
の
で
、
翼
西
洋
よ
b
不
在
し
な
い
以
前
に

於
て
は
、
支
那
に
爆
襲
藥
あ
る
べ
か
ら
す
ご
の
説
和
．
圃
持

さ
れ
、
稗
石
入
り
の
火
藥
の
當
時
に
知
ら
れ
て
居
る
・
と
、

當
時
に
行
は
れ
た
砒
霜
、
硫
黄
、
柳
蕩
心
合
の
二
酉
の
㍗

爆
流
罪
た
る
こ
．
こ
秦
認
め
ら
れ
膿
結
果
、
張
い
て
設
を
立

て
ら
れ
だ
も
の
で
、
穏
當
の
解
騨
ご
は
思
は
れ
な
い
、
固

よ
り
火
藥
の
爆
馬
刀
に
依
っ
て
三
九
を
螢
射
す
る
帯
留
式

有
筒
式
の
近
世
火
器
で
な
い
事
は
疑
は
れ
な
い
が
、
鐡
の

塞
九
に
嵩
め
ら
れ
把
も
の
は
軍
に
登
黙
す
る
焼
夷
弾
で
、

爆
蛮
捌
で
な
い
ご
考
へ
る
こ
ご
は
出
來
な
い
、
伏
敵
編

の
擦
っ
た
橘
守
部
の
蒙
古
諸
軍
記
辮
賢
所
牧
の
正
忌
年
中

の
古
希
本
ご
講
ず
る
も
の
に
は
「
そ
の
引
時
に
て
つ
ほ
う

ざ
て
鐡
九
に
火
を
包
で
烈
し
く
ご
は
す
、
あ
把
り
て
わ
る

、
時
四
方
に
火
炎
ほ
こ
ば
し
り
て
姻
を
以
て
く
ら
ま
す
、

叉
共
の
音
甚
高
け
れ
ば
、
心
を
ま
よ
は
し
き
も
を
け
し
口

く
ら
み
耳
ふ
さ
か
り
て
東
西
を
し
ら
す
な
る
こ
れ
か
た
め

第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
．
る
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

第
三
號

一
五
　
（
三
一
八
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
六
　
（
三
八
九
）

図
る
》
者
多
か
り
し
ご
あ
り
、
鐵
丸
に
嶢
嘉
繍
弗
を
盛
り
、
　
は
疑
ひ
が
な
い
、
元
史
世
湘
…
本
記
に
至
元
十
八
年
（
弘
安

燃
や
し
な
が
ら
飛
ば
し
柁
も
の
、
．
榛
に
考
へ
ら
れ
ぬ
事
も
　
四
年
）
正
月
芭
文
才
が
日
本
に
出
征
す
る
に
就
て
、
馬
二

な
い
が
、
こ
れ
は
後
人
の
潤
色
を
纒
π
結
果
で
、
八
幡
愚
童
　
千
及
び
回
回
轍
匠
を
件
ひ
行
か
む
こ
ご
を
請
ひ
し
時
の
記

記
の
記
事
の
眞
髄
は
矢
張
り
暗
く
な
り
、
又
鳴
音
高
き
爲
　
事
に
、
世
一
が
戦
船
安
々
レ
此
ご
言
っ
て
許
さ
な
か
つ
弛

め
、
目
耳
鳴
り
迷
心
腹
肝
、
忙
然
東
西
を
…
獅
せ
ず
ご
云
ふ
　
こ
ご
が
見
ね
て
居
る
、
世
瀾
が
此
時
々
回
甘
甘
を
作
ひ
行

細
に
あ
っ
て
、
鐵
丸
を
応
射
す
る
に
は
、
火
藥
の
爆
登
第
　
く
こ
ご
を
許
さ
な
か
つ
把
ご
云
ふ
事
は
、
弘
安
の
入
冠
に

を
用
み
た
も
の
で
は
な
い
が
、
餓
九
に
盛
つ
把
も
の
は
爆
　
回
回
砲
を
用
み
な
か
つ
元
証
擦
で
、
文
永
の
入
冠
に
も
同

爽
力
で
あ
る
ご
考
へ
る
の
は
、
自
然
の
考
へ
方
の
様
で
あ
　
楼
で
あ
っ
把
こ
ご
は
大
概
想
像
さ
れ
る
、
然
し
こ
れ
は
恐

る
、
松
弁
（
等
）
文
學
士
は
支
那
の
砲
ご
拠
石
ご
云
ふ
論
文
　
ら
く
回
回
廊
の
專
ら
旦
石
を
勉
つ
も
の
で
あ
る
が
爲
で
、

（
東
洋
學
報
第
一
巷
三
號
）
に
於
て
、
文
永
十
一
年
置
元
冠
　
丈
永
、
弘
安
の
入
冠
に
熾
九
を
登
射
し
た
も
の
は
、
拠
石

の
役
に
元
軍
の
吾
軍
を
苦
め
π
る
銃
砲
は
、
火
砲
の
一
種
　
機
で
な
い
ご
云
ふ
証
櫨
に
は
な
ら
な
い
、
遺
時
金
面
製
有

に
し
て
勉
石
機
を
用
み
て
爆
彊
を
郷
ち
煽
る
も
の
な
り
、
　
筒
鳥
火
器
世
用
み
な
こ
ご
は
到
底
信
ず
る
こ
ご
が
霞
來
な

文
永
十
一
年
は
元
が
回
回
砲
を
以
っ
て
、
宋
の
裏
古
城
を
　
い
、
武
経
総
要
田
十
二
守
城
並
器
具
圖
附
、
に
火
砲
圖
が

陥
れ
元
る
登
竜
な
り
・
彼
或
は
こ
の
回
回
砲
を
以
て
下
血
　
見
ね
て
居
る
、
一
種
の
馳
石
機
に
過
ぎ
な
い
、
之
を
火
砲

を
苦
し
め
た
る
鰍
ご
述
べ
ら
れ
て
出
る
、
丈
永
の
入
竃
に
　
ご
聡
し
測
る
は
、
学
歴
の
抱
石
機
の
亘
石
を
投
ず
”
Q
も
の

元
軍
の
寸
寸
を
拠
つ
に
用
ゐ
元
も
の
は
回
何
砲
で
な
い
事
　
た
名
に
反
し
て
、
こ
れ
敵
秘
雌
君
の
湾
へ
ら
れ
セ
重
り
、



爆
弾
を
投
ず
る
も
の
で
あ
る
が
爲
め
で
あ
る
こ
ご
は
疑
ひ
　
ご
し
て
は
効
力
は
誠
に
微
弱
な
も
の
で
あ
る
、
眞
じ
近
世

が
な
い
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
器
が
火
器
こ
し
て
偉
大
な
る
効
力
を
奏
す
る
研
以
は
此

　
　
　
　
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
藥
を
登
射
藥
ζ
し
て
使
用
す
る
こ
こ
か
ら
起
る
の
で
あ

　
近
世
火
藥
は
早
く
宋
代
か
、
』
支
那
に
於
て
知
ら
れ
て
居
　
る
、
火
藥
其
物
を
爆
藥
こ
し
て
用
み
る
の
で
は
量
り
効
力

る
、
然
る
に
明
代
の
支
那
人
は
之
を
西
域
よ
り
傳
は
つ
仁
　
が
な
い
、
宋
史
馬
疑
傳
に
見
ね
π
る
火
砲
の
如
き
は
非
常

も
の
、
様
に
考
へ
て
居
る
の
は
、
こ
う
云
ふ
課
で
あ
ら
う
な
爆
聴
力
．
破
壌
力
を
呈
し
て
居
る
、
然
し
こ
れ
は
手
投

か
、
問
蓮
ひ
だ
こ
言
へ
ば
、
そ
れ
ま
で
“
あ
る
が
、
私
は
　
彊
で
め
つ
て
，
敵
兵
若
く
は
敵
城
に
遣
し
て
放
出
さ
れ
た

闇
違
っ
て
さ
う
考
へ
る
に
も
、
何
か
意
味
が
あ
る
横
に
患
　
る
火
砲
に
は
、
此
の
如
き
偉
大
な
爆
登
力
を
現
は
し
た
例

ふ
の
で
あ
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
金
史
、
宋
史
、
元
史
の
各
傳
に
火
砲
を
用
ゐ
π
例
は

此
叢
誌
は
既
に
重
代
か
ら
知
ら
れ
て
居
る
が
、
漸
時
は
ロ
バ
　
澤
山
め
る
に
拘
は
ら
す
、
頓
ご
見
當
ら
な
い
の
で
め
る
、

火
砲
火
面
こ
し
て
用
ゐ
ら
れ
把
い
け
で
め
る
、
即
ち
爆
藥
だ
か
ら
此
火
宅
が
磯
射
藥
こ
し
て
用
ゐ
ら
鴫
～
襟
に
な
つ

こ
し
て
用
ゐ
ら
れ
だ
い
け
で
め
る
、
武
終
総
立
に
見
ぬ
て
　
た
こ
云
ふ
事
は
、
實
に
近
世
火
器
の
近
世
火
器
π
る
威
力

居
る
霞
硝
、
硫
黄
を
主
成
分
こ
せ
る
火
器
は
富
麗
に
填
め
　
が
始
め
て
駿
揮
一
さ
る
、
こ
ご
に
な
っ
た
大
切
な
擶
で
、
勿

元
も
の
で
あ
り
、
霞
硲
、
硫
黄
、
木
炭
末
を
混
合
し
同
説
下
火
藥
が
な
け
れ
ば
、
之
を
登
磁
力
、
こ
し
て
用
み
る
こ
ご

藥
は
毒
藥
煙
毬
に
…
填
め
把
も
の
で
あ
る
、
灘
九
の
樹
下
藥
　
も
串
來
な
い
謬
で
あ
る
か
ら
、
火
藥
の
藩
論
ご
云
ふ
こ
ご

こ
し
て
使
用
し
把
こ
ご
は
な
い
慌
で
あ
る
、
こ
れ
は
火
器
　
も
大
切
で
は
あ
る
が
、
之
を
し
て
火
藥
の
威
力
を
登
揮
せ

　
　
　
第
二
巻
　
　
．
厨
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
講
世
火
器
の
傳
來
に
継
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
七
　
（
三
九
〇
）



　
　
　
第
一
一
巻
　
　
研
．
究
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

し
め
把
も
の
は
、
寧
乃
之
を
馬
射
力
こ
し
て
用
み
る
金
点

平
倉
筒
式
火
器
の
登
朋
ご
言
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
、
こ

れ
は
支
那
人
の
登
朋
し
た
も
の
で
あ
る
か
ご
云
ふ
に
、
，
ざ

う
も
其
証
擦
が
無
い
の
で
あ
る
、

勿
論
厭
羅
巴
が
元
で
あ
る
ご
云
ふ
判
然
π
る
証
豊
本
な
．
い

の
で
あ
る
、
然
し
西
暦
二
二
二
五
年
（
元
泰
定
二
年
、
正

中
二
年
）
の
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ル
ド
古
記
録
に
一
銃
砲
の
厨

が
見
ぬ
て
居
る
ご
云
ふ
事
で
め
る
（
○
区
∂
巳
開
霧
・
ご
。
O
B

6凶

y
δ
σ
q
戸
葺
。
門
一
℃
い
自
【
5
。
互
）
●
】
W
葺
・
Ω
ド
5
同
）
9
託
q
）
オ

ス
カ
ル
・
グ
ッ
ド
マ
ン
の
説
に
フ
ロ
レ
ン
ス
共
和
國
領
士

防
禦
の
必
要
上
、
鼠
ハ
鍮
及
び
鐵
の
強
・
兀
を
用
…
み
る
加
農
砲

製
造
監
督
の
高
め
雷
魚
を
組
織
し
た
時
の
、
一
三
二
六
年

二
月
十
一
日
付
の
文
書
が
現
に
存
し
て
居
る
ご
云
き
浦
事
で

あ
る
（
○
貸
下
9
芦
ヨ
諺
ジ
旨
9
メ
§
2
一
9
罷
ぞ
。
「
…
エ
）
と
．
F

6
0
み
”
℃
．
◎
i
露
δ
k
o
囲
2
）
●
岡
W
二
卜
●
O
⊆
三
）
9
’
、
〔
一
理
）
川
漁
王
エ
ド

ワ
ー
ド
が
二
二
二
七
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
征
討
の
時
に
、

策．

O
二

一
八
（
三
九
一
）

加
農
砲
を
用
み
た
こ
云
ふ
事
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
．
直
川
パ
ワ

ー
（
」
。
ゴ
p
日
W
巴
σ
9
ヨ
》
鴨
。
孟
冬
8
⇒
段
｝
σ
。
乙
。
9
）
の
一

三
七
五
年
の
記
録
に
見
ぬ
て
居
9
，
又
巴
里
難
民
圖
書
館

に
あ
る
一
三
三
八
年
の
文
書
に
依
っ
て
、
此
年
川
ア
ソ
の

造
兵
廠
に
鐵
箭
を
蕨
射
す
る
鐵
の
武
器
ご
、
火
藥
製
造
用

の
葺
石
及
び
硫
黄
の
あ
っ
把
こ
ご
が
分
る
ご
云
ふ
こ
ご
で

あ
る
、
又
ニ
ニ
四
四
年
に
英
吉
利
に
於
て
火
藥
及
び
加
農

砲
の
製
造
さ
れ
た
事
實
は
疑
ひ
が
な
い
ご
云
ふ
こ
ご
で
め

る
、
兎
も
｛
二
五
羅
常
じ
に
於
て
は
一
ご
ご
エ
ハ
年
（
一
二
泰
｛
疋
…
二

年
）
頃
に
既
に
金
，
鱗
製
有
筒
式
の
火
器
が
用
ゐ
ら
る
》
に

至
つ
だ
こ
ご
は
朋
か
で
あ
る
が
、
當
時
支
那
に
於
て
そ
れ

が
用
ゐ
ら
れ
て
居
喰
か
ご
う
か
ご
云
ふ
こ
ご
轍
ざ
、
も
分

ら
な
い
、
高
．
町
史
（
巷
一
百
三
十
三
辛
｛
溺
一
）
辛
禍
三
年

（
三
生
武
十
年
、
西
暦
二
二
七
七
年
）
十
月
の
條
に
始
遣
二

三
主
都
髭
［
、
從
二
判
事
崔
茂
官
乏
言
一
也
、
茂
宣
與
三
囲
畑

嬉
匠
李
元
号
｝
璽
輩
、
寵
遇
レ
之
、
二
間
二
其
獅
、
命
二
家



●

童
数
冥
感
而
試
一
レ
之
、
途
建
白
薄
歯
レ
之
ご
云
ふ
記
事
が
あ

る
、
東
國
麺
鑑
は
之
に
選
っ
た
も
の
で
め
ら
う
、
殆
ん
ご

同
標
の
記
事
を
載
せ
て
あ
る
、
魚
無
権
の
孜
事
撮
要
（
上

憲
大
閉
記
年
）
に
も
此
事
を
載
せ
、
李
曄
光
の
芝
峰
鄭
説

（
上
憲
三
、
兵
馬
部
、
兵
器
Y
に
も
、
我
（
朝
鮮
）
國
火
砲

始
二
子
麗
末
｝
、
有
こ
判
事
墨
型
宣
噺
、
無
二
黙
思
元
〆
嬬
匠
一

声
の
記
事
が
見
ね
て
居
る
、
瀬
野
馬
熊
石
の
臆
面
、
こ
朝
鮮

の
水
軍
ご
云
ふ
論
文
（
史
學
雑
誌
大
正
四
年
一
月
號
㌧
に
李

朝
謹
言
を
引
き
、
火
器
の
初
め
て
使
用
せ
ら
れ
し
は
、
飯

桐
の
六
年
に
し
て
秋
八
月
倭
船
を
全
羅
道
の
庭
前
に
焼
熾

せ
し
を
以
て
そ
の
礪
矢
こ
す
べ
し
ご
述
べ
ら
れ
て
居
る
が

、
實
載
に
使
用
さ
れ
た
の
は
或
は
さ
う
で
あ
ら
う
、
然
し

火
畑
都
盈
の
置
か
れ
、
火
藥
火
器
の
製
造
さ
る
、
に
至
っ

た
の
は
辛
綱
三
年
以
來
の
こ
ご
で
め
る
、
李
朝
實
録
に
慷

る
ご
當
時
の
火
器
に
は
、
大
將
軍
、
二
将
軍
、
六
花
石
砲

火
輿
信
砲
火
燥
、
火
箭
等
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
が
、
此

れ
等
の
火
…
器
ば
金
罵
製
有
里
雪
の
火
器
で
あ
る
こ
ご
ば
後

に
述
ぶ
る
積
り
で
あ
る
、
崔
茂
宣
は
元
の
焔
媚
匠
に
此
等

の
火
器
火
面
製
造
法
を
學
ん
だ
こ
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
か
ら

曲
球
に
於
て
、
既
に
硝
石
入
り
の
火
藥
を
登
耐
力
こ
す
る

金
工
製
有
筒
式
の
火
器
が
用
ひ
ら
れ
て
居
π
こ
ご
は
疑
ふ

べ
き
籐
地
が
無
い
捺
で
あ
る
、
然
し
さ
う
云
ふ
火
藥
火
器

が
高
麗
末
に
漸
く
朝
鮮
に
知
ら
る
、
標
に
な
っ
た
こ
ご
を

考
へ
る
ご
、
元
に
於
て
も
、
之
を
用
ひ
る
濃
に
な
つ
柁
の

は
量
り
古
い
事
の
榛
に
は
思
は
れ
な
い
、
然
ら
ば
支
那
で

元
の
時
か
ら
金
燭
魚
有
凝
着
の
火
器
が
用
ひ
ら
る
、
様
に

な
つ
把
ご
言
っ
て
も
、
欧
羅
巴
で
之
が
用
ひ
ら
る
、
樵
に

な
つ
π
時
よ
り
は
、
鯨
程
後
れ
て
居
る
課
で
め
る
、
然
し

そ
れ
で
あ
る
か
ら
魚
影
巴
の
も
の
が
傳
は
っ
た
、
＼
」
速
断
も

出
愚
な
い
様
で
あ
る
が
、
前
に
蓮
べ
し
如
く
火
焔
の
使
用

は
支
那
の
方
が
茜
洋
に
先
だ
つ
て
居
り
、
支
那
人
の
登
明

し
た
も
の
こ
思
は
る
、
に
拘
ら
す
、
支
那
人
は
却
っ
て
之

第
ご
谷
　
砺
究
　
支
那
に
於
け
ろ
近
優
火
器
の
傳
來
に
湿
て

第
三
號

一
九
　
（
三
九
二
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
涯
世
火
器
の
傳
來
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
二
〇
　
（
三
九
三
）

を
西
域
よ
り
傳
蔵
し
π
も
の
、
糠
に
考
へ
て
居
る
の
は
、
　
其
以
レ
紙
爲
・
曝
者
、
俗
心
二
之
爆
一
爆
者
如
二
以
下
火
焼
レ
竹
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
セ
　
　
　
ロ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぼ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

其
眞
に
近
世
火
藥
こ
し
て
の
威
力
を
置
型
す
る
に
至
り
た
有
レ
聲
、
如
旧
一
竹
爆
｝
然
也
、
今
若
之
製
、
用
一
岩
窟
鐡
一
算
レ
具
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
む
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も

る
は
、
其
號
射
力
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
た
る
に
始
ま
り
、
之
　
如
二
筒
状
一
、
中
實
以
レ
藥
而
以
石
子
｝
塞
二
其
P
、
労
麺
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
コ
　
　
へ
　
　
う
　
　
へ
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
へ
　
　
で
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
へ

を
登
射
力
£
し
て
用
う
る
こ
ご
は
、
西
域
よ
り
傳
憎
し
仁
　
一
線
［
、
用
レ
火
嚢
レ
之
．
黒
石
千
之
所
レ
漁
者
無
レ
問
ご
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
つ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぶ
　
　
セ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
も
　
　
と

嬬
め
で
な
い
か
ご
云
ふ
想
像
を
下
さ
れ
譲
こ
ご
も
な
い
か
　
物
】
背
傷
欄
、
惟
用
回
昏
睡
輿
一
レ
守
也
、
慨
則
傘
台
油
糟
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り
　
　
も
　
　
し
　
　
る
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
あ
　
　
ぬ
　
　
コ
　
　
へ
　
　
つ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ロ
　
　
ヵ
　
　
へ

ら
、
私
は
先
づ
金
離
製
革
筒
式
火
器
は
元
畜
に
撃
て
欧
羅
　
爲
一
瞥
魯
「
焉
、
近
有
二
解
織
火
鎗
者
一
用
レ
鐵
爲
二
矢
鎌
一
、
以
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
セ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
サ
　
　
　
リ
　
　
へ

巴
よ
う
ア
ラ
ビ
ヤ
・
人
な
ご
の
手
を
纒
て
支
那
に
傳
は
つ
π
　
火
褒
レ
曲
事
レ
至
や
一
百
歩
之
外
｝
、
捷
意
思
レ
憩
、
齢
聞
而
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヒ
じ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
つ
　
　
へ
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

も
の
で
な
い
か
ご
云
ふ
一
の
假
定
説
を
立
て
、
轟
い
て
。
　
即
至
夷
、
紫
外
中
島
南
二
交
｝
、
交
人
所
レ
製
看
善
巧
、
命
二
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
　
レ
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ロ
　
　
も

後
の
研
究
を
待
ち
π
い
ご
思
ふ
の
で
あ
る
、
　
　
　
　
　
臣
一
如
二
其
法
一
盈
造
、
在
レ
内
命
大
將
総
二
紳
機
跨
一
、
在
レ
邊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
二
内
宣
監
二
神
機
鎗
一
蓋
愼
レ
之
也
、
匿
旧
史
塑
皆
所
レ

　
支
那
に
慌
て
金
薦
製
有
筒
式
の
火
器
が
用
ひ
ら
れ
た
讃
　
不
レ
載
不
レ
知
此
藁
…
始
二
面
何
時
一
、
防
二
於
何
人
｛
、
意
者
在
」

盤
は
、
朋
代
に
な
っ
て
始
め
て
支
那
の
記
録
に
見
は
れ
る
　
階
唐
獄
後
一
、
飴
自
二
西
域
一
與
二
俗
所
謂
煙
火
者
一
同
至
二
中

標
に
な
る
、
成
化
末
に
出
番
た
難
語
の
大
心
術
義
補
（
零
國
｝
鰍
云
々
の
記
事
即
ち
是
で
あ
る
、
之
に
還
る
ご
，
大
學

　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
し
　
ヘ
　
　
カ
　
し

一
報
二
十
二
）
、
に
自
レ
古
中
國
所
謂
畷
者
機
石
也
、
用
レ
機
　
術
義
補
の
編
纂
さ
れ
把
る
出
時
、
即
ち
未
だ
佛
郎
機
砲
の

鞭
薇
飛
か
勲
薇
笹
嵐
二
旗
影
一
、
鍛
器
蟹
熱
し
な
い
成
化
頃
に
於
て
・
二
種
類
の
火
漿
支
饗

も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

・
亦
単
二
之
薇
輯
、
ヌ
謂
二
之
銃
［
、
銃
字
韻
書
無
レ
之
蓋
俗
字
也
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
一
は
筒
朕
の
銅
鐵
熱
中
に
火
藥
を
實

璽



し
、
石
を
以
て
口
を
塞
ぎ
、
労
ら
蔦
一
の
導
火
線
を
準
じ
　
き
た
い
事
は
、
此
大
工
衡
義
塾
の
文
に
附
し
て
、
近
頃
不

て
、
之
に
黙
火
し
、
上
瓦
の
爆
登
霞
を
利
用
し
て
、
此
石
を
　
思
議
な
解
由
の
行
は
る
、
こ
ご
で
あ
る
、
後
藤
粛
堂
君
は

磯
射
せ
し
む
る
も
の
で
、
近
世
の
有
筒
式
火
器
の
要
素
を
　
倭
憲
ご
云
ふ
論
文
（
歴
史
地
理
大
正
三
年
十
一
月
號
）
に
於

霊
く
具
備
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
に
火
藥
も
大
學
　
て
朋
代
の
廠
も
銃
も
火
藥
を
包
む
鐘
の
事
で
、
勿
論
其
中

衛
義
補
に
、
今
之
火
勢
用
二
硝
石
、
硫
黄
、
梛
炭
［
爲
レ
之
に
四
九
も
な
く
、
ム
コ
日
小
乱
の
玩
ぶ
様
な
瘡
無
理
に
少
し

ご
言
っ
て
あ
り
、
其
破
壊
力
も
石
子
馬
所
レ
及
乙
甲
一
入
物
皿
毛
の
生
へ
た
も
の
こ
見
れ
ば
、
大
差
は
な
い
、
火
藥
登
し

皆
康
欄
ご
言
っ
て
あ
る
、
皇
子
實
録
景
泰
四
年
十
二
月
の
　
て
石
が
飛
び
欝
す
の
で
，
其
の
功
用
も
人
物
落
慶
欄
ご
あ

條
に
引
用
し
て
あ
る
寧
夏
の
総
兵
官
生
恥
の
言
に
櫨
る
ご
　
つ
て
、
入
を
殺
す
ご
は
な
い
、
単
側
二
之
戦
與
一
レ
守
也
、
職
、

永
樂
年
紀
に
一
の
石
を
装
填
し
て
登
射
す
る
三
十
四
斤
の
　
鋼
無
二
比
湿
［
以
爲
二
子
至
心
ご
あ
り
、
昔
を
さ
せ
る
丈
け
で
。

重
き
雪
曇
を
交
付
し
記
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
　
實
戦
に
何
の
用
を
も
爲
さ
や
り
し
こ
ご
を
知
る
べ
し
ご
迦

此
種
類
の
有
此
式
火
器
で
あ
っ
π
こ
ご
は
疑
ひ
が
な
い
、
　
べ
ら
れ
て
居
る
が
、
後
藤
君
は
火
断
熱
し
て
石
の
飛
び
出

張
泰
は
之
を
重
さ
八
斤
の
響
銅
銃
に
改
鋳
し
、
大
鐵
強
十
　
す
こ
ご
を
認
め
な
が
ら
、
何
故
に
銃
や
砲
の
中
に
丸
は
無

三
個
、
小
昼
弾
二
十
個
を
入
れ
て
磯
射
す
る
も
の
に
し
た
　
い
・
、
」
言
ふ
の
で
あ
る
か
、
石
は
即
ち
丸
で
は
無
い
乎
、
隊

い
ご
云
ふ
建
議
を
し
て
居
る
、
初
は
石
弾
で
、
黒
く
も
景
　
羅
巴
に
於
け
る
弾
九
の
沼
革
を
見
て
も
、
昔
は
重
石
を
以

豊
頃
に
は
鐵
弾
を
登
射
す
る
有
筒
式
火
器
の
あ
っ
π
こ
ご
　
て
弾
九
こ
し
把
も
の
で
あ
る
、
後
藤
君
は
大
學
術
義
挙
の

は
疑
ふ
徐
地
が
無
い
の
で
あ
る
、
序
な
が
娠
注
意
し
て
麗
　
文
か
ら
推
し
て
、
明
代
の
畷
も
銃
も
、
、
凡
て
石
弾
で
あ
っ

　
　
　
第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
．
於
け
ろ
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
二
　
（
三
九
四
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
砺
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
折
世
火
器
の
傳
來
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
翼
下
號
　
　
　
ニ
ニ
　
（
三
九
五
）

て
、
繊
揮
或
は
鉛
弾
で
無
い
か
ら
八
九
を
火
箭
の
カ
で
狡
　
た
嫌
ひ
が
あ
右
の
み
で
は
な
い
、
全
然
失
當
の
警
喩
で
、

す
る
近
世
火
器
で
な
い
．
こ
論
断
す
る
な
ら
ば
、
既
に
景
泰
　
批
評
の
限
り
で
な
い
標
に
思
は
れ
る
、
叉
戦
に
ま
で
聲
を

四
年
に
寧
夏
の
総
兵
官
張
泰
が
石
彊
を
装
登
す
る
永
樂
時
　
利
用
す
る
ご
云
ふ
講
評
で
は
な
く
、
戦
に
は
軍
に
撃
を
利

代
の
重
い
大
鷺
を
、
鐵
弾
子
を
装
登
す
る
輕
い
小
銅
銃
に
　
齢
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
實
戦
に
何
の
効
力
も
な
い
の
で

改
鋳
せ
む
こ
ご
を
奏
請
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
明
代
の
　
は
な
い
、
攻
ご
守
、
こ
に
用
み
て
、
偉
大
な
効
力
が
め
る
ご

畷
銃
は
、
必
ず
し
も
石
弾
を
用
み
た
も
の
で
は
な
い
、
鐵
　
云
ふ
意
味
で
あ
る
こ
、
こ
ば
朋
か
で
あ
る
、
　
（
未
完
）

揮
を
用
ゐ
把
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
長
沼
文
學
士
は

鐵
砲
の
將
來
（
癒
答
）
ご
云
ふ
論
文
（
歴
史
地
理
、
大
正
四

年
一
月
號
）
に
於
て
、
後
藤
君
の
獄
や
銃
に
鋼
し
て
、
治

癒
玉
に
毛
の
生
へ
た
も
の
こ
の
讐
喩
は
愚
ぎ
元
嫌
ひ
が
あ

る
、
叉
其
聾
の
み
を
戦
に
資
し
、
實
載
上
に
何
の
用
を
も

な
さ
な
か
っ
た
こ
解
繹
す
る
は
聞
蓮
ひ
で
、
其
聲
ま
で
も

利
用
す
る
ご
云
ふ
意
味
で
、
聲
を
知
用
す
る
を
王
眼
．
こ
し

た
の
で
は
な
い
、
殊
に
此
庭
で
は
攻
ご
守
ご
戦
ご
に
差
等

を
設
け
て
は
な
い
ご
論
じ
て
居
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
正
鶴

を
碍
π
解
鐸
ご
三
思
絃
れ
な
や
、
疵
癩
玉
の
警
喩
は
…
過
ぎ


